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はじめに

　これまでの自然史博物館の勤務経験から、博物館資料
の価値を十分に理解している人はごく少数派だと認識し
ている。本稿では、広く社会に自然史博物館と収蔵資料
の存在意義を伝えたい・訴えたいと、近年取り組んでき
た 2つの活動について紹介する。1つは植物標本のデジ
タル化とウェブ公開、もう 1つは我々が「レガシー事業」
と呼んでいる、町家や酒蔵など伝統的家屋を舞台にした
文化と日本固有の自然とのつながりや関りを示す企画展
示である。これら 2つの活動には、なんの繋がりもない
ように思われるかもしれないが、筆者はどちらも普段博
物館に足を運ばない人々に資料の価値をアピールする手
段と捉えている。特に標本のデジタル化とウェブ公開は、
本稿の読者と思しき生態学および周辺分野の関係者にと
って、研究の促進につながる有益なリソースに成り得る
はずである。

標本デジタル化　世界の趨勢

　植物標本のデジタル化とウェブ公開は、昨今の博物館
業界の主要なトピックの一つである。背景にはビックデ
ータの活用、オープンデータ化促進の流れがある。自然
史博物館の標本には何時、何処で誰が採ったのかという
ラベルがついており、そのまま実物証拠付き分布データ
となる。観察データと異なり、信頼性に疑義が生じれば
検証が可能だ。オランダ国立生物多様性センターやフィ
ンランド国立自然史博物館は所蔵全標本のデジタル化を
目指しており（Tegelberg et al. 2012）、パリ国立自然史博
物館（Le Bras et al. 2017）、イギリスのキューやエディン

バラ王立植物園はそれぞれ数百万点に及ぶ植物標本 DB

をウェブで公開している。米国（iDigBio; https://www.

idigbio.org、2019年 10月 25日確認）や中国（the Chinese 

Virtual herbarium. http://www.cvh.ac.cn、2019年 10月 25日
確認）は、国家プロジェクトとして植物標本デジタル化
を推進している。多くはラベルデータに加えて標本画像
を見ることができる。
　公開された標本情報は、調査対象種のサンプリングや
生物地理学的解析等に用いられている。標本収集は 100

年以上の歴史があるため、標本画像が利用できれば地球
温暖化や気候変動に絡めた植物のフェノロジー研究も可
能である。例えば Hartらは、世界の主要植物標本庫にあ
るヒマラヤ産シャクナゲ属標本画像 1万点余りを解析し、
年平均気温が 1℃上昇すると開花日が 2.27日早まるが、
秋期（8 - 10月）の気温が 1℃上昇すると開花は 2.54日遅
れるという結果を得た（Hart et al. 2014）。この他にも世
界中の主要な自然史博物館の標本画像公開に歩調を合わ
せるように、北米やヒマラヤ、オーストラリアから植物
の繁殖フェノロジーの経年変化を論じる論文が相次いで
出版されている（総説として Wills et al. 2017；Jones and 

Daehler 2018）。
　日本国内の生物標本情報発信は、大学や博物館のHP上、
科博が事務局を務めるサイエンスミュージアムネット（＝
S-net, http://science-net.kahaku.go.jp/、2019年 10月 25日確
認）、S-net経由で GBIF（Global Biodiversity Information 

Facility）を介して行われている。ただし S-netでは、2019

年 10月時点で標本画像は公開されていない。ウェブ上の
DBで最多の標本画像を公開しているのは、島根大学 iPS

デジタルミュージアムの 10万件である（秋廣ほか 2018）。
2019年 6月に国立科学博物館がイノベーションセンター
を開設し、収蔵標本の 3Dデータ化を打ち出したものの、
残念ながら日本では標本デジタル化の動きは鈍い。その
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理由は次節で述べる。

人と自然の博物館における標本資料の取り扱い

　筆者の所属する兵庫県立人と自然の博物館（以下ひと
はく）の場合、博物館資料は備品扱いである。ゆえに博
物館資料となった標本は、DBに登録、整理され恒久的に
維持管理される。標本ならなんでも博物館資料にできる
訳ではなく、ひとはくの場合 5研究部から 1名ずつ計 5

名で構成される資料審査会で審査され、承認を得る必要
がある。それに見合う価値があるかを事前に見極めるた
め、植物標本の場合は、寄贈の申し出があれば予め不要
と判断した標本を廃棄する了承を得て標本一式を預かり、
審査会までに取捨選択を行っている。そうして審査会を
通った資料は、資料によっては事前処理（さく葉標本な
ら台紙に貼り付け・ラベルつけ等）をされ、博物館固有
の資料番号（ひとはくの場合はバーコード）を付与され、
ラベル情報や資料番号を DBに登録され、冷凍ないし薬
剤燻蒸を経たのちに、収蔵庫へ配架される。これら一連
の作業にはとにかく手間と時間がかかる。開館当初は整
理同定作業の予算が十分あったが、10年ほど前からは週
1勤務で 1名雇用するのが精いっぱいの状況である。標
本データを S-netに拠出することによりもう 1日分の人件
費を確保し、なんとか週 2日勤務を維持してきた。年間
でおよそ 5,000点の標本が整理できるペースである。標
本画像を撮影して公開するなど、考えられたものではな
かった。

頌栄コレクション受け入れと 
標本画像撮影システムの開発

　2010年頃、神戸市東灘区にある頌栄短期大学の福岡誠
行教授と黒崎史平教授（いずれも当時）から、植物標本
の寄贈の話があった。頌栄短大植物標本コレクション（以
下頌栄コレ）は、福岡氏らの前任の松村義敏教授時代の
標本（1920年代～ 60年代）、福岡・黒崎両氏による収集
標本（1960年代～現在）、両氏が指導した県内の植物愛
好家による兵庫県・近隣府県産標本、他ハーバリウムと
の交換で得た日本各地の標本約 25万点からなる。両氏の
熱心な整理作業による同定精度の高さから評価を得てい
たコレクションであり、環境省・兵庫県・神戸市等の
RDBリスト作成他、各種分類学に関する論文に引用され
ていた。両氏の定年退職後は植物分類学分野で教員の採
用がなく、標本が行き場を失うことを危惧していた。

　ひとはくの現有の植物標本収蔵キャパシティは 20万点
程で、寄贈の話があった 2010年時点で既に標本登録点数
が 20万を超えていたことから、新たな 25万点の標本の
受け入れは明らかに無理があった。しかし県立唯一の自
然史系博物館として、頌栄コレは受けなければならなか
った。頌栄コレには、県内の植物愛好家が採集した標本
が多く入っている。例えば、もし頌栄コレが科博に行っ
てしまえば、自分の標本を見につくばまで足を運ばねば
ならなくなる。そうなれば、「どうしてひとはくは寄贈を
うけなかったんだ」と非難を浴びることは自明であった。
　そういう事情で 2012年 4月に頌栄コレの寄贈を受けた
ものの、その後は苦難の連続だった。初めの 3年は外部
の空き事務所を借り上げて段ボール詰めのまま標本を保
管していたが、その事務所を使えなくなり、やむなく一
旦博物館付設のホールホワイエに引き上げた。その状況
を監督課の社会教育課に知られて再度の引っ越しをせま
られ、最終的には収蔵庫内にギリギリの動線を残して段
ボール箱入り標本を天井近くまで積み上げ、どうしても
入らない 300箱分は、カビの生えた博物館収蔵庫棟 1階
の廊下に、箱ごと布団圧縮袋に入れ空気を抜いて密封し
た状態で 6段積みにする荒業でしのいでいる。
　頌栄コレの置き場問題で右往左往しつつ、毎年手を変
え、品を変えて収蔵庫増設案を作成しては却下されを繰
り返しながら、考えていたことがある。なんとかして標
本整理スピードを上げられないだろうか。データ登録が
終われば、燻蒸して標本棚に配架することができ、すべ
ては不可能にしても段ボール入り標本を減らすことがで
きる。兵庫県の財政状況は厳しく、資料整理の予算、特
に人件費は増える見込みがない。現状 1年あたり整理可
能な標本点数が 5,000点、25万点の標本を整理し終わる
のに 50年かかる計算だ。整理方法を抜本的に変えない限
り、私の在職中にはもちろん、生きている間にも終わり
そうにない。標本整理作業の一部でも自動化することは
できないかと。
　2016年の秋、岩槻邦男名誉館長から一通のメールが届
いた。コスモス国際賞を受賞することが決まったので、
賞金の一部を頌栄コレの整理のために使って欲しい。つ
いては、寄付の受け方と活用方法を考えてほしいという
大変ありがたい申し出だった。その時点で配架まで整理
作業が終わった頌栄コレは 2万点程で、残り 23万点が段
ボール箱の中という状況だった。岩槻名誉館長の寄付で
何ができるか？初めに 23万点の標本データ入力を外部委
託すれば幾らかかるのか見積りをとったところ、「4,000

万円かかる」と言われた。国際賞の賞金と同額である。
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自館でアルバイトを雇用してデータ入力すればコストは
下がるが、作業スペースを 3人分程しか確保できず整理
完了に 10年はかかる。岩槻名誉館長からは「整理完了は
無理でも、2，3年を目途にここまで作業が進んだという
区切りになることをしてほしい。」という注文がついてい
たため、この案も却下だ。同僚の三橋弘宗に相談したと
ころ、「標本をデジタル化して、AI搭載の OCRアプリで
ラベルデータ抽出して作業のクラウド化を目指すべき。」
と言われた。さっそく、Googleが公開している機械学習
アプリで日本語ラベル画像を認識させたところ、ツール
の有効性と手軽さを確認できた。標本画像から自動でラ
ベルデータを OCRテキスト抽出し、項目ごとに振り分け
て DBにデータが入る、というシステムをつくることが
できれば、整理作業は大幅に加速する。標本の画像化が
標本整理作業の効率化につながることを示せば、他館が
標本撮影を行う強いインセンティブにもなるだろう。そ
うすれば、日本でも植物標本画像の取得と公開が進むの
ではないかと考えた。
　関西圏の緊密な博物館ネットワークのお蔭で、文化財
のデジタルアーカイブを手掛けている NPO法人フィール
ドの堀内保彦氏たちと知り合え、この構想の具体化の目
途がたった。堀内氏に、23万点の植物標本を 3年以内に
撮影完了したいこと、画像からラベルデータの OCR自動
抽出を行いたいこと、その他予算や作業スペース等につ
いて色々相談し、撮影装置の開発を依頼した。
　開発にあたり、与えられた予算で 23万件の標本画像取
得とウェブ上での公開を完遂させるため、最低限クリア
するべき要件を堀内氏と共に整理した（Takano et al. 

2019）。
1． 撮影画像データが長期保存に耐えること　23万点の
標本撮影など何度もできることではない。今回撮影す
る画像が長い将来にわたり利活用できるよう、標本 1

点につき複数のフォーマット（今回は RAWと jpeg）、
2個ずつ画像を保存することにした。標本 1点につき
4つの画像ファイルができる計算である。同じフォー
マットで 2枚撮影する理由は、後々 HDDで起こりう
る物理的故障、サイレントデータ・コラプション（＝
知らぬ間にデータが一部消えたり壊れたりすること）
に対処するためである。デジタルデータの長期保存の
方法については、今まさにデジタルアーカイブの専門
家の間で議論されている最中であるが、簡単にできる
方法として、複数フォーマットで複数枚撮影する方式
を採用した。

2． 画像データの最低基準品質を満たすこと　博物館が公

開する標本画像なので、一定の学術利用に耐える画質
であること。ラベルデータの自動テキスト抽出を念頭
に置き、なるべく台紙の隅までフォーカスがあった歪
みの少ない画像であることという 2つの条件を叶える
ため、モニタで実寸の 150％拡大、実寸大の高画質出
力に耐える画像を撮影できる、量販店で入手可能な一
般向けのデジタルカメラとレンズの選択を依頼した。

3． 週 4日勤務のアルバイト 2名で 2年以内に撮影が完了
すること　週 4日、2名で撮影作業を想定し、寄付金
から振り分け可能な人件費を計算すると 2年に少し足
りないことが分かった。23万点の標本を 2年で撮影
完了しようとすると、1日当たり 553枚の標本撮影が
ノルマになる。553枚というと、デジタルカメラなら
あっという間のようだが、前述したように標本 1枚に
つき画像 4枚なので撮影枚数は 2212枚になる。撮影
以外に、収蔵庫から撮影する標本を出す、撮影後収蔵
庫に戻すため冷凍燻蒸を行う、標本の根っこに絡んだ
土や砂等を刷毛で取り除く、テープが剥がれる等標本
が痛んでいれば補修する作業も必要だ。そういった一
連の作業をスムーズに行えるシステムづくりが必要だ
った。

　寄付を受けるための一連の事務手続きが終わり、アル
バイトを雇って撮影作業を開始したのが 2017年 11月だ
った。まず、収蔵庫棟 1階の廊下に置いてある布団圧縮
袋詰めの標本から撮影を開始した。袋に密封したとはい
え、多湿環境に 1年以上おいた標本がどんな状態にある
かを確認したかった。幸いなことに布団圧縮袋利用作戦
は成功しており、カビが発生した標本は一枚もなく胸を
なでおろした。2019年 10月現在、17万点の標本が撮影
完了しており、2020年 3月までに 23万点すべての撮影
が終了する見込みである。
　現在は、博物館情報システムに標本画像とラベル切り
出し画像をアップロード→ google driveに自動アップロー
ド→ OCRテキスト抽出→学名・地名等各種辞書を利用し
た OCR抽出テキストのブラッシュアップ→データの DB

自動割り付け→標本画像・OCR抽出結果・DB入力画面
を返すというシステムを開発している。最後の画面は博
物館外からパスワード認証でアクセスできる仕組みにす
る。そうすれば、ウェブ環境があればどこからでもデー
タ入力・修正作業を行うことが可能になる。現在筆者を
含め複数人で標本画像 OCRデータ入力システムをチェッ
クし、システムのブラッシュアップを行っている。シス
テムが完成した暁には、植物分類学関係メーリングリス
ト等でデータ入力ボランティアを募集し、ウェブ経由で
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標本ラベルデータを入力してもらうことで標本整理を加
速化させる。ラベルデータ入力が終わった標本画像から、
順次博物館 HPでの標本画像公開を行う予定である。

自然史標本の価値を知らしめるために 
レガシー事業の実施

　ここまで植物標本のデジタル画像化手法の開発につい
て説明してきたが、本節ではその取り組みと並行して実
施してきた、博物館に自然史標本（資料）があることの
意義と価値を広く内外にアピールするレガシー事業の取
り組みについて述べたい。
　頌栄コレクションを受け入れて後、毎年案を変えて収
蔵庫の増設を要求しても実現に至らず、自然史標本の価
値と資料を蓄積し将来へ残すことの重要性について理解
が得られにくいという事実をつきつけられてきた。自然
史標本は、市場が存在する恐竜などの脊椎動物化石、貴
金属になる鉱物、美麗昆虫を除けば市場価値・商業価値
はなく、文化財のように法律で守られてもいない。「なぜ
同じ種の標本を大量に集めるのか、1種につき 1点にす
ればよいのではないか？」「置き場所に困っているなら古
いものから処分してはどうか？」等、予算要求を行う中
で数々の忘れられない言説を関係者から頂戴してきた。
しかし最初にそういう発言をしても、1時間もかけて収
蔵庫を案内しながら説明すれば、標本の収蔵に理解を示
してくれる人が大半だった。結局は博物館として、標本
収集の必要性や重要性を上手に社会に発信できていない
のだ。自身を振り返っても、これまで積極的に植物標本
を展示に使うことはしてこなかった。ひとはくの来館者
の 7割は団体来館する小学生と小学生低学年までの児童
を連れた家族連れである。そういった層が喜ぶのはきれい
な昆虫や石、それから恐竜だ。茶色く変色した平たい植物
標本を見たい人はいないだろうという先入観があった。
　2016年 2月、2019年に京都で開催が決まった国際博物
館会議（ICOM）の気運を盛り上げるための事業を公募す
るという案内が、文部科学省生涯学習局からあった。日
本初開催ということもあり、その前後は博物館に社会の
目が集まるかもしれない。ここで自然史標本の価値をア
ピールし、もし ICOMの決議に「自然史標本もしっかり
保全すること。」という文言が入れば、その後の日本の博
物館行政にも大きく影響するだろう。前述の三橋が中心
となり、日本の自然史系博物館 8館を巻き込んで実行委
員会を組織し計画を練って申請し、文部科学省の 2016年
度委託事業に採択された。1年目は海外の主要な自然史

系博物館の収蔵庫の視察と調査に重点をおき、三橋が中
心になって国内外の収蔵庫の状況を事例集にまとめた。
一方で「文化を支えた自然」という企画展を京町家で実
施した。実行委員会参加館からも京都ゆかりの貴重な資
料を出展頂いた。こちらは筆者が中心になって他館の担
当者とやり取りを重ねて展示を作り上げた。植物も何か
しようと思い、町家の坪庭に生えるシダの標本を作製し
展示した（図 1）。幸いなことに評判がよく、2017年度も
同事業の委嘱を受けて兵庫県伊丹市のみやのまえ文化の
郷にて、「日本酒と自然」というテーマで展示を行った。
日本酒のラベルに登場する生き物を酒瓶と標本をセット
にして展示することにし、植物も松竹梅など酒瓶に登場
する植物を標本で並べた。さらに展示主担当者から「日
本酒の原料となるコメについての展示も作ってほしい」
と注文がついたため、展示デザイナーに 10 mほどのイネ
科系統樹の出力を依頼し、日本産イネ科標本と酒米、食
用米のドライフラワーを10 m×3 mの空間に展示した（図
2）。2016年、2017年の展示とも 20-60代の大人の来場者
が多く、植物標本を 1点 1点美術品のように眺めて頂け
たことに感激し、平面的で色味の乏しい標本たちでも、
展示空間としつらえ、テーマによってはじっくり鑑賞し
てもらえるものだと実感した。2018年度は、仏教寺院で「仏
教と自然」というテーマで企画展を行った。ここでは、
無脊椎動物の液浸標本、含侵標本、プレパラート標本を
一式準備してアメーバ等の原生動物から脊椎動物にいた
る進化の道筋を畳の部屋上に表現した（図3）。2019年9月、
ICOM京都大会期間を挟んで京町家で開催した展示「Japan 

Color」は、18日間の会期中に大勢の国内外の博物館関係

図 1．「日本文化を支えた自然」展、坪庭に生えるシダ植物の標
本展示（2016年）。
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者をはじめとした 2,100名の来場を得て、大盛況のうち
に閉幕した。ICOMの決議に文言を入れることは叶わな
かったが、自然史標本の価値と重要性を各方面に発信で
きたのではないかと考えている。
　標本の保全という観点からみれば、虫カビ害対策の困
難な博物館外の空間での展示は全く褒められたものでは
ない。しかし私自身は、最低限の虫やカビ害対策を行っ
た上で。という条件付きではあるが、今後 20年間は自然
史標本の認知度を高めその価値を知らしめるため、実空
間でもウェブ上でもあらゆる機会をとらえて標本を可視
化する活動はやむを得ないのではないかと考えている。
ルーブル美術館に世界中から観光客が押し寄せるのは、
テレビや教科書で一度は目にしたことがあり、非常に価
値のある美術品と知っているモナ・リザやミロのビーナ
スの実物を自分の眼で鑑賞したいからだろう。京都の
三十三間堂には仏像が 1,000体あるが、多すぎるし場所
をとるから何体か捨てたらという話にならないのは、
1,000体まとめて保存していることの意味を社会で共有し
ているからだ。公共の施設を増築・改築することは、す
なわち税金を投入することである。「（見たことも聞いた
こともない、価値のよくわからない）資料を保全するた
めに建物を作ります」と税金が使われることに、有権者
はどんな反応をするだろうか。我々にはその疑問に答え
る義務があるのだろう。20年後、あるいはもっと先の未
来に、自然史資料の価値が認められ、適切な管理のもと
末永く保全するべきものだという認識が社会で共有され、
「昔はそこここで標本展示やってたけど、標本をそんな使
い方するなんて、とんでもない時代だったね。」と怒られ
て「すみませんでした」と謝る日がくることを、私は夢
みている。
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図 2．「日本酒の自然誌」展、イネ科系統樹の展示（2017年）。 図 3．「仏教と自然」展、動物系統樹の展示（2018年）。




